
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大空町の小中一貫校とは 

大空町では、現在の⼩学校・中学校を存続した形で、各地区で⼀貫した教育を進めます。 

⼀貫教育に必要な重点教科の設定や指導内容の⼊替え・移⾏が可能になり、大空町らしい教育を 

進めることができます。これまでの⼩・中学校の取組をもとに、９年間⼀貫した教育課程により、新たな 

教育を⽬指します。 

 

 

 

 

 

 

 

大空町の小中一貫教育 

大空町には、それぞれの地区に小学校と中学校が１校ずつあり、認定こども園も各地区にあります。

また、大空高校も町の最高学府として魅力化を図っています。そこで、各地区の小中学校を小中一貫校

として整備し、認定こども園や高校とつなげる、大空町の特色を生かした一貫教育を進めます。      

幼児教育で育てたい姿をふまえて小学校へつなぎ、小中学校では大空高校で目指す姿である    

『飛行機人(びと)』という像も理解しつつ、それぞれの接続のハードルを小さくし、なだらかなスロープと

しながらつないでいきます。 

飛行機人
びと

とは、 
グライダーのように風を頼って飛ぶのではなく、自身のエンジンを推進力として  
力強く大空に飛び上がる人をイメージしています。 
大空高校設立に当たり、「主体的に学び続ける意欲をもつ人づくり」を願う多くの
町民の思いが込められています。 

   

9年間一貫した教育 

 
女満別地区 
 

女満別小学校 
 

女満別中学校 
 

   

東藻琴地区 
 

東藻琴小学校 
 

東藻琴中学校 
 

 



２ 大空町の小中一貫教育の具体的な取組 
小中高等学校及び認定こども園の教職員で構成された大空町学校教育研究会において、小中及び 

認定こども園と大空高校の接続について協議し、取組を充実・発展させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大空町の小中一貫教育の実施のスケジュール 
大空町小中一貫教育基本方針策定後から令和５年度末までを各学校・町民への周知期間とし、   

令和６年度は大空町学校教育研究会での協議期間とします。令和７年度から大空町の小中一貫教育を

実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

大空町小中一貫教育検討委員会を開催 

大空町小中一貫教育基本方針策定 

各学校・町民への周知 

令和６年度 

大空町学校教育研究会で協議 

令和７年度  小中一貫校開始 

各学校で実施 

大空町学校教育研究会で協議                  

                                                                                     

 

 

（１） 系統性・連続性を踏まえたつながりのある指導 

① 教科等の学習指導 

② 義務教育９年間を見通した家庭学習の取組 

③ 学習規律・生活規律の定着 
 

（２） 大空町独自の一貫性のある教育課程の編成 

とりわけ以下を重点として、大空町らしい教育の実現を目指します。 

① 【外国語教育】認定こども園・小学校低学年から英語教育の早期導入及び系統的な 

カリキュラム編成 

② 【総合的な学習（探究）の時間】これまで取り組んできたふるさと教育の充実及び学校間での 

連携・継続 

③ 【体育】発達の段階に応じた指導内容の継続 
 

（３） 特別支援教育の充実 

① 小中高等学校及び認定こども園の教職員の一貫した指導・支援 


